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前回の宿題を再掲します。  

『Ｃ職員さんの出勤にＤ利用者さんは、

心乱れてしまいます。他の職員には決し

て見せない行動を呈します。髪を引っ張

り、つねり、果ては噛みついてしまいま

す。しかし、Ｄ利用者さんはＣ職員さん

のことを決して嫌いのようには見えませ

ん。さて、スケジュールを使った支援方

法はいかに？Ｄ利用者さんの好きな活動

（ストレングス）は、「一緒に電車の本を

見る」です。行動理解の方法と併せて考

えてみて下さい。』  

－解答編－  

まずは、Ｄ利用者さんの心情を想像し

てみましょう。  

Ｄ利用者さんは、Ｃ職員さんにポジテ

ィブな想いを寄せているようです。おそ

らく出勤を今か今かと待ちわびていたの

でしょう。その時に呈する行動だけを見

ると、髪の毛を引っ張ったり、つねった

りですから、世間常識的には、ネガティ

ブなアプローチのように感じられるので

しょうが、示している行動と心の中は正

反対だということになります。  

上手におつきあいをしたいと考えるＤ

利用者さんですが、どうしたらいいかわ

かりません。どうしよう、どうしようと

思っている内に、今まで培ってきた対人

関係の取り方が出現してしまいます。も

ちろん髪の毛を引っ張ったり、つねった

りされて、ニコニコしている人はいませ

んから、Ｃ職員さんの困った、そしてイ

ヤな表情、離れようとする行動を見て、

Ｄ利用者さんの行動はますますエスカレ

ートしてしまいます。Ｄ利用者さんの心

の中は「また、やってしまった、嫌われ

てしまった」という後悔と罪悪感、自分

はダメな奴だという自己否定感でいっぱ

いになってしまいます。つまり、心が傷

ついていくわけです。  

しかし、この状況で大切な視点は、上

手におつきあいをしたいのに上手につき

あえないという状況は、Ｄ利用者さんだ

けでなくＣ職員においても同じだという

ことです。お互いに否定的な、不快な時

間を過ごしているということです。  

では、「意を感じて先回りする」のには

どうしたら良いでしょうか？  

彼のストレングスは「電車が好き」に

あります。「一緒に電車の本を見る」こと

は、Ｄ利用者さんにとってＣ職員さんに

とっても、お互いに「快」の時間を生み

出してくれる手段です。そこで、ストレ

ングスを活かした構造化支援を考えます。 

Ｄ利用者さんの一日の予定を提示した

個人スケジュールボードにＣ職員さんの

出勤カードを入れ、その後に「電車の本

を一緒に一冊見る」というカードを入れ

ます。支援初期においては、できるだけ

出勤後の早い時間帯に入れることが望ま

しいでしょう。お互いにどのように「快」

の時間を過ごしたら良いかが、スケジュ

ールボード上で約束ができたということ

になります。  

Ｄ利用者さんは、いつ、誰と、どのよ

うにして、どのくらい、おつきあいがで

きるかがわかり、楽しみまでの見通しが

つくようになります。間違いなくお付き

合いの時間がやってくる安心感が、生活

全体を落ち着きのあるものに変えていく

でしょう。  

Ｃ職員においても、同じような気持ち

が生じます。自分のことを叩いたり、つ

ねったりする方に積極的に近づこうする

気持ちはどうしても萎えてしまいますか

ら、おつきあいの時間が構造化されるこ

とで前向きな支援の心構えが生まれるで

しょう。  

「快」の時間の共有は、成功感、成就

感を育てます。そして、次の「快」行動

へのチャレンジを後押しするでしょう。  

「一緒に電車の本を買いに行きたい」

「一緒に電車に乗りたい」なんていう希

望につながるかもしれません。気がつけ

ば、課題行動を解決したいと思って始め

た支援が、暮らしが豊かになる方向に動

き始めているのです。  

最後に、標題にある「しがみつく」と

いう行動の心の状況をおさらいしておき

ましょう。それは「好きを上手に伝える

ことができずに、嫌われるとわかってい

てもネガティブな行動で執拗に相手に迫

ること」です。  


